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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置から受信した動画像を蓄積する動画像蓄積システムであって、
　前記端末装置から音声データと画像データとのうちの少なくとも一方を含む信号を受信
して出力する受信部と、
　前記受信部が出力した音声データと画像データとのうちの少なくとも一方を蓄積する際
に、蓄積開始通知方法を案内する映像もしくは音声、または映像および音声を前記端末装
置に送信する送信部と、
　前記端末装置から送信された通知信号を検出する検出部と、
　前記検出部の検出結果を用いて蓄積開始時の画像データをイントラモードに変換する変
換部と、
　前記変換部による変換後の画像データのデータ量に応じて音声データと画像データとの
同期を調整する同期部と、を備え、
　前記同期部は、
　音声データと画像データとの同期を調整する際に、音声データを後ろにずらし、画像の
先頭に対応する音声データが存在しない場合は、変換後の画像データの先頭に対応させて
無音データを挿入する、ことを特徴とする動画像蓄積システム。
【請求項２】
　前記受信部は、前記端末装置から音声データと画像データとのうちの少なくとも一方の
データを受信する、請求項１記載の動画像蓄積システム。
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【請求項３】
　前記受信部は、前記端末装置から受信した信号から音声データと画像データとのうちの
少なくとも一方を分離する、請求項１記載の動画像蓄積システム。
【請求項４】
　イントラモードの画像データの符号量をあらかじめ定められた値になるように制御する
制御部を備えた、請求項１から３のいずれか１項に記載の動画像蓄積システム。
【請求項５】
　前記変換部による変換後の符号量が変換前の符号量と同じ符号量になるようにイントラ
モードの符号量を制御する制御部を備えた、請求項１から３のいずれか１項に記載の動画
像蓄積システム。
【請求項６】
　前記検出部は、前記端末装置からの通知信号として送信されたＤＴＭＦ信号を検出する
、請求項１から５のいずれか１項に記載の動画像蓄積システム。
【請求項７】
　端末装置から受信した動画像を蓄積する動画像蓄積方法であって、
　前記端末装置から音声データと画像データとのうちの少なくとも一方を含む信号を受信
して出力する受信ステップと、
　前記受信ステップで出力された信号に含まれていた音声データと画像データとのうちの
少なくとも一方を蓄積する際に、蓄積開始通知方法を案内する映像もしくは音声、または
映像および音声を前記端末装置に送信する送信ステップと、
　前記端末装置から送信された通知信号を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップによる検出結果を用いて蓄積開始時の画像データをイントラモードに
変換する変換ステップと、
　前記変換ステップによる変換後の画像データのデータ量に応じて音声データと画像デー
タとの同期を調整する同期ステップと、を含み、
　前記同期ステップでは、
　音声データと画像データとの同期を調整する際に、音声データを後ろにずらし、画像の
先頭に対応する音声データが存在しない場合は、変換後の画像データの先頭に対応させて
無音データを挿入する、ことを特徴とする動画像蓄積方法。
【請求項８】
　前記受信ステップでは、前記端末装置から音声データと画像データとのうちの少なくと
も一方のデータを受信する、請求項７記載の動画像蓄積方法。
【請求項９】
　前記受信ステップでは、前記端末装置から受信した信号から音声データと画像データと
のうちの少なくとも一方を分離する、請求項７記載の動画像蓄積方法。
【請求項１０】
　端末装置から受信した動画像を蓄積する動画像蓄積装置が有するコンピュータに、
　前記端末装置から音声データと画像データとのうちの少なくとも一方を含む信号を受信
する処理と、
　受信した信号に含まれる音声データと画像データとのうちの少なくとも一方を蓄積する
際に、蓄積開始通知方法を案内する映像もしくは音声、または映像および音声を前記端末
装置に送信する処理と、
　前記端末装置から送信された通知信号を検出する処理と、
　検出された通知信号に従って蓄積開始時の画像データをイントラモードに変換する処理
と、
　変換された変換後の画像データのデータ量に応じて音声データと画像データとの同期を
調整する同期処理と、を実行させるための動画像蓄積プログラムであって、
　前記同期処理では、
　音声データと画像データとの同期を調整する際に、音声データを後ろにずらし、画像の
先頭に対応する音声データが存在しない場合は、変換後の画像データの先頭に対応させて
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無音データを挿入する、動画像蓄積プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力された動画像を変換して蓄積する動画像蓄積システム、動画像蓄積方法
および動画像蓄積プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　回線交換網において携帯端末装置を用いたテレビ電話サービスや動画像配信サービスが
普及しつつある。今後は、回線交換網やＩＭＳ（IP　Multimedia　Subsystem　）／ＮＧ
Ｎ（Next　Generation　Network　）網において、携帯端末装置から受信した動画像デー
タをサーバに蓄積し、サーバが動画像データを配信するサービスが普及していくと予想さ
れる。
【０００３】
　第三世代（３ＧＰＰ）の携帯端末装置では、動画像符号化方式としてＭＰＥＧ４（ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ　14496－2　：2003　”Information　Technology　Coding　of　Audio　and
　Video　Visual　Objects　－Part2　：Visual.　”）が広く用いられている。
【０００４】
　ＭＰＥＧ４では、現フレームの画像のみを用いて符号化するイントラモードと過去のフ
レームの画像を参照して符号化するインターモードとがある。イントラモードでは、入力
画素に対してマクロブロックと呼ばれる単位毎にＤＣＴ（Discrete　Cosine　Transform
　）が行われた後、ＤＣＴ係数が可変長符号化される。インターモードでは、入力画素と
過去のフレームの復号画素との間で動き補償予測を行った差分画素が求められ、差分画素
に対してＤＣＴが行われた後、動きベクトルやＤＣＴ係数等が可変長符号化される。
【０００５】
　端末装置から送信された動画像データを蓄積する場合、端末装置からリアルタイムで送
信される動画像データにおける指定された区間のデータを動画像蓄積装置に蓄積する（例
えば、特許文献１参照）。このとき、蓄積画像の先頭フレームは、再生時に前フレームの
画像を参照できないので、先頭フレームを、イントラモードで符号化されたデータに変換
する必要がある。
【０００６】
　図１は、動画像蓄積システムの典型的な構成例を示すブロック図である。図１に示す動
画像蓄積システムでは、データ受信部９０１は、端末装置（図示せず）から受信データ９
００を受信する。受信データ９００は、画像符号化に関する情報である制御データ９０２
、画像データ９０３および音声データ９０４を含む。制御データ９０２と画像データ９０
３とは、画像データ変換部９０５に入力される。画像データ変換部９０５は、制御データ
９０２から得られた情報にもとづいて、入力された画像データ９０３の先頭フレームをイ
ントラモードのフレームに変換する。そして、変換後の画像データを切替器９０６に出力
する。音声データ９０４は、切替器９０６に入力される。
【０００７】
　切替器９０６は、変換指示信号９０９によって変換開始が通知された場合、変換指示信
号９０９によって変換終了が通知されるまで、変換後の画像データと音声データ９０４と
をデータ蓄積部９０８に入力する。
【０００８】
　ところで、動画像蓄積システムが、端末装置からリアルタイムで送信される動画像を蓄
積する場合、端末装置から動画像蓄積システムに、蓄積の開始や終了の指示を送信するこ
とが必要である。しかし、端末装置の操作者は、蓄積の開始や終了の指示方法を認識して
いないことが多いという問題がある。
【特許文献１】特開２００２－２３２８４７号公報（段落０００２－０００５、図２）
【発明の開示】
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【０００９】
　本発明は、上記の問題を解決するための発明であって、蓄積の開始や終了についての操
作方法に関するガイダンス画像を端末装置に送信し、端末装置からの指示信号にもとづい
て、端末装置からリアルタイムで送信される動画像を蓄積する動画像蓄積システム、動画
像蓄積方法および動画像蓄積プログラムを提供することを目的とする。
【００１０】
　本発明による動画像蓄積システムは、端末装置から音声データと画像データとのうちの
少なくとも一方を含む信号を受信して出力する受信部と、受信部が出力した音声データと
画像データとのうちの少なくとも一方を蓄積する際に、蓄積開始通知方法を案内する映像
もしくは音声、または映像および音声を端末装置に送信する送信部と、端末装置から送信
された通知信号を検出する検出部と、検出部の検出結果を用いて蓄積開始時の画像データ
をイントラモードに変換する変換部とを備えたことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第１の実施態様では、受信部は、端末装置から音声データ（例えば、パケット
データ）と画像データ（例えば、パケットデータ）とのうちの少なくとも一方のデータを
受信する。
【００１２】
　本発明の第２の実施態様では、受信部は、端末装置から受信した信号（例えば、多重化
信号）から音声データと画像データとのうちの少なくとも一方を分離する。
【００１３】
　動画像蓄積システムは、変換部による変換後の画像データのデータ量に応じて音声デー
タと画像データとの同期を調整する同期部を備えていてもよい。
【００１４】
　動画像蓄積システムは、イントラモードの画像データの符号量をあらかじめ定められた
値になるように制御する制御部を備えていてもよい。
【００１５】
　動画像蓄積システムは、変換部による変換後の符号量が変換前の符号量と同じ符号量に
なるようにイントラモードの符号量を制御する制御部を備えていてもよい。
【００１６】
　本発明によれば、端末装置から動画像蓄積システムに蓄積の開始や終了の指示を送信す
るために、動画像蓄積システムから端末装置に蓄積の開始や終了の指示方法を提示するの
で、端末装置からの指示信号にもとづいて、端末装置からリアルタイムで送信される動画
像を蓄積することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】動画像蓄積システムの典型的な構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の動画像蓄積システムの第１の実施形態の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の動画像蓄積システムの第２の実施形態の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の動画像蓄積システムの第１の実施例を示すブロック図である。
【図５】本発明の動画像蓄積システムの第２の実施例を示すブロック図である。
【図６Ａ】本発明におけるデータ同期調整を説明するための説明図である。
【図６Ｂ】本発明におけるデータ同期調整を説明するための説明図である。
【図７】本発明の動画像蓄積システムの第３の実施例を示すブロック図である。
【図８】図７に示した画像データ変換部の構成例を示すブロック図である。
【図９】本発明の動画像蓄積システムの第４の実施例を示すブロック図である。
【図１０】本発明の動画像蓄積システムの第５の実施例を示すブロック図である。
【図１１】図１０に示した画像データ変換部の構成例を示すブロック図である。
【図１２】本発明の動画像蓄積システムの第６の実施例を示すブロック図である。
【図１３】本発明の動画像蓄積システムの第７の実施例を示すブロック図である。
【図１４】本発明の動画像蓄積システムの第８の実施例を示すブロック図である。
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【図１５】本発明の動画像蓄積システムの第９の実施例を示すブロック図である。
【図１６】本発明の動画像蓄積システムの第１０の実施例を示すブロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
【００１９】
　（第１の実施形態）
　図２は、本発明による動画像蓄積システムの第１の実施形態の構成を示すブロック図で
ある。図２に示す動画像蓄積システム１は、パケット交換網５における動画像蓄積システ
ムである。本実施形態では、通信開始時に、端末装置４の一例としての携帯端末と動画像
蓄積システム１との間において、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ３２６１／ＲＦＣ２３２７で規定され
たＳＩＰ／ＳＤＰにもとづく能力交換を行なうことによって、音声・画像符号化における
パラメータ等が決定される。次に、動画像蓄積システム１は、端末装置４に向けて動画像
蓄積の開始や終了を指示するための通知信号を送信する方法（蓄積開始／終了通知方法）
を提示するガイダンスを送信する。動画像蓄積システム１は、端末装置４から受信した通
知信号にもとづいて、端末装置４から受信した動画像を蓄積する。また、端末装置４から
の指示信号として、例えばＲＦＣ２８３３にもとづくＤＴＭＦ信号が使用される。
【００２０】
　図２に示す動画像蓄積システム１は、端末装置４から音声データおよび画像データの少
なくとも一方を受信する受信部１１と、受信した音声データと画像データの少なくとも一
方を蓄積部１０に蓄積する際に、蓄積開始通知法等を案内するガイダンスの映像と蓄積開
始通知法等を案内するガイダンスの音声とのうちの少なくとも一方を端末装置４に送信す
る送信部１４と、端末装置４から送信された通知信号を検出する検出部１６と、検出部１
６の検出結果を用いて蓄積開始時の画像データをイントラモードに変換する変換部１５と
を備えている。なお、ガイダンスは、端末装置４における操作方法を示すことになる。
【００２１】
　（第２の実施形態）
　図３は、本発明による動画像蓄積システムの第２の実施形態の構成を示すブロック図で
ある。図３に示す動画像蓄積システム２は、回線交換網６におけるＩＴＵ－Ｔの規格であ
るＨ．３２４Ｍもとづく動画像蓄積システムである。本実施形態では、通信開始時に、端
末装置４の一例としての携帯端末と動画像蓄積装置２との間において、Ｈ．２４５にもと
づく能力交換を行なうことにより、Ｈ．２２３にもとづく制御・音声・画像データの多重
化・分離と、音声・画像符号化におけるパラメータ等が決定される。次に、動画像蓄積シ
ステム２は、端末装置４に向けて動画像蓄積の開始や終了を指示するための通知信号を送
信する方法を提示するガイダンスを送信する。動画像蓄積装置２は、端末装置４から受信
した通知信号にもとづいて、端末装置４から受信した動画像を蓄積する。また、端末装置
４からの指示信号として、例えばＤＴＭＦ信号が使用される。
【００２２】
　図３に示す動画像蓄積システム２は、端末装置４から音声データおよび画像データの少
なくとも一方を受信する受信部２１と、受信した音声データと画像データの少なくとも一
方を蓄積部１０に蓄積する際に、蓄積開始通知法等を案内するガイダンスの映像と蓄積開
始通知法等を案内するガイダンスの音声とのうちの少なくとも一方を端末装置４に送信す
る送信部２４と、端末装置４から送信された通知信号を検出する検出部１６と、検出部１
６の検出結果を用いて蓄積開始時の画像データをイントラモードに変換する変換部１５と
を備えている。なお、ガイダンスは、端末装置４における操作方法を示すことになる。
【実施例】
【００２３】
　（第１の実施例）
　次に、本発明による動画像蓄積システム（動画像蓄積装置）の第１の実施例を、図４を
参照して説明する。本実施例は、パケット交換網において用いられる第１の実施形態（図
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２参照）に対応する。なお、本実施例および第２～第５の実施例では、端末装置からの指
示信号として、ＲＦＣ２８３３にもとづくＤＴＭＦ信号を使う場合を例にする。
【００２４】
　図２に示された受信部１１に相当するデータ受信部１０１は、端末装置（図示せず）か
ら受信した受信パケット１００を解析して、受信制御データ１０２、受信画像データ１０
３、受信音声データ１０４およびＤＴＭＦデータ１１６のうちの少なくとも１つを出力す
る。受信制御データ１０２は制御部１０７に出力される。受信画像データ１０３は、図２
に示された変換部１５に相当する画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力される
。受信音声データ１０４は切替器１０８に出力される。ＤＴＭＦデータ１１６は、図２に
示された検出部１６に相当するＤＴＭＦ検出部１０６に出力される。
【００２５】
　制御部１０７は、通信開始時に、端末装置と動画像蓄積装置との間の呼接続および能力
交換を行うために、ＳＩＰ／ＳＤＰにもとづく送信制御データ１１１を、図２に示された
送信部１４に相当するデータ送信部１１４に出力する。能力交換が終了すると、制御部１
０７は、受信画像データ１０３と受信音声データ１０４を受信するポート番号を、データ
受信部１０１に出力し、送信画像データ１１２と送信音声データ１１３を送信するポート
番号を、データ送信部１１４に出力する。また、制御部１０７は、端末装置における操作
方法を示すガイダンス動画送信指示信号を、図２に示された蓄積部１０に相当する蓄積装
置１１０に出力する。蓄積装置１１０は、ガイダンス動画送信指示信号を入力するとガイ
ダンス動画に対応する送信画像データ１１２および送信音声データ１１３をデータ送信部
１１４に出力する。ガイダンス動画は、例えば、「録画を開始する時は０番を、終了する
時は１番を押して下さい」という内容の音声または画像の少なくとも一方のデータを含む
。
【００２６】
　データ送信部１１４は、送信制御データ１１１、送信画像データ１１２および送信音声
データ１１３のうちの少なくとも１つをパケット化して、送信パケット１１５を出力する
。
【００２７】
　なお、動画像蓄積装置を、サーバ装置などのコンピュータを含む装置で構成した場合に
は、データ受信部１０１における受信パケット１００を解析する機能、データ送信部１１
４におけるデータをパケット化する機能、画像データ変換部１０５、ＤＴＭＦ検出部１０
６、および制御部１０７は、プログラムとプログラムに従って処理を実行するＣＰＵとで
実現される。
【００２８】
　端末装置は、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ２８３３にもとづくＤＴＭＦ信号で録画開始指示または
録画終了指示を送信する。端末装置から録画開始指示または録画終了指示としてＩＥＴＦ
　ＲＦＣ２８３３にもとづくＤＴＭＦ信号を受信すると、データ受信部１０１は、ＤＴＭ
Ｆデータ１１６をＤＴＭＦ検出部１０６に出力する。ＤＴＭＦ検出部１０６は、入力され
たＤＴＭＦデータ１１６を解析し、解析結果をＤＴＭＦ信号の検出結果として制御部１０
７に出力する。
【００２９】
　制御部１０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１０５と切替器
１０８とに出力する。
【００３０】
　画像データ変換部１０５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１０５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
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符号化する。
【００３１】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１０５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データを蓄積装置１１０に出力する。録画開始時
刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのまま蓄積装置１
１０に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録画終了指示が
入力されるまで、受信音声データ１０４を蓄積装置１１０に出力する。
【００３２】
　（第２の実施例）
　次に、本発明の第２の実施例を、図５を参照して説明する。本実施例は、パケット交換
網において用いられる第１の実施形態（図２参照）に対応する。
【００３３】
　データ受信部１０１は、端末装置から受信した受信パケット１００を解析して、受信制
御データ１０２、受信画像データ１０３、受信音声データ１０４およびＤＴＭＦデータ１
１６のうちの少なくとも１つを出力する。受信制御データ１０２は制御部１０７に出力さ
れる。受信画像データ１０３は画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力される。
受信音声データ１０４は切替器１０８に出力される。ＤＴＭＦデータ１１６はＤＴＭＦ検
出部１０６に出力される。
【００３４】
　制御部１０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の呼接続および能力交
換を行うために、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ３２６１／ＲＦＣ２３２７で規格されたＳＩＰ／ＳＤ
Ｐにもとづく送信制御データ１１１をデータ送信部１１４に出力する。能力交換が終了す
ると、制御部１０７は、受信画像データ１０３と受信音声データ１０４を受信するポート
番号を、データ受信部１０１に出力し、送信画像データ１１２と送信音声データ１１３を
送信するポート番号を、データ送信部１１４に出力する。また、制御部１０７は、端末装
置における操作方法を示すガイダンス動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄
積装置１１０は、ガイダンス動画送信指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送
信画像データ１１２および送信音声データ１１３をデータ送信部１１４に出力する。ガイ
ダンス動画は、例えば、「録画を開始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい
」という内容の音声または画像の少なくとも一方のデータを含む。
【００３５】
　データ送信部１１４は、送信制御データ１１１、送信画像データ１１２および送信音声
データ１１３のうちの少なくとも１つをパケット化して、送信パケット１１５を出力する
。
【００３６】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示としてＩＥＴＦ　ＲＦＣ２８３３にもと
づくＤＴＭＦ信号を受信すると、データ受信部１０１は、ＤＴＭＦデータ１１６をＤＴＭ
Ｆ検出部１０６に出力する。ＤＴＭＦ検出部１０６は、入力されたＤＴＭＦデータ１１６
を解析し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部１０７に出力する。
【００３７】
　制御部１０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１０５と切替器
１０８とに出力する。
【００３８】
　画像データ変換部１０５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１０５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。
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【００３９】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１０５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データをメディア同期部１０９に出力する。録画
開始時刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのままメデ
ィア同期部１０９に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録
画終了指示が入力されるまで、受信音声データ１０４をメディア同期部１０９に出力する
。
【００４０】
　メディア同期部１０９は、音声データと変換後の画像データとに対して時刻情報を付与
し、それらを蓄積装置１１０に出力する。このとき、録画開始時の画像データの符号量は
、イントラモードで符号化されたことによって、変換前の符号量よりも増加する場合が多
い。すると、変換開始時刻で画像と音声を同期させると、画像が遅れて表示されてしまう
ことになる。
【００４１】
　そこで、メディア同期部１０９は、図６ＡにおけるフレームＮに示すように、音声デー
タを後ろにずらして、画像と音声の同期がとれるように調整する。すなわち、メディア同
期部１０９は、画像データ変換部１０５による変換後の画像データの符号量が変換前の符
号量に対して変化した場合に、音声データの再生時刻に関する情報を調整する。このとき
、画像の先頭に対応する音声データが存在しないと、再生時に問題となる場合には、メデ
ィア同期部１０９は、図６Ｂに示すように、例えば変換後の画像データの先頭に対応させ
て無音データを挿入する。
【００４２】
　（第３の実施例）
　次に、本発明の第３の実施例を、図７を参照して説明する。本実施例は、パケット交換
網において用いられる第１の実施形態（図２参照）に対応する。
【００４３】
　データ受信部１０１は、端末装置から受信した受信パケット１００を解析して、受信制
御データ１０２、受信画像データ１０３、受信音声データ１０４およびＤＴＭＦデータ１
１６のうちの少なくとも１つを出力する。受信制御データ１０２は制御部１０７に出力さ
れる。受信画像データ１０３は画像データ変換部１２５と切替器１０８とに出力される。
受信音声データ１０４は切替器１０８に出力される。ＤＴＭＦデータ１１６はＤＴＭＦ検
出部１０６に出力される。
【００４４】
　制御部１０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の呼接続および能力交
換を行うために、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ３２６１／ＲＦＣ２３２７で規格されたＳＩＰ／ＳＤ
Ｐにもとづく送信制御データ１１１をデータ送信部１１４に出力する。能力交換が終了す
ると、制御部１０７は、受信画像データ１０３と受信音声データ１０４を受信するポート
番号を、データ受信部１０１に出力し、送信画像データ１１２と送信音声データ１１３を
送信するポート番号を、データ送信部１１４に出力する。また、制御部１０７は、端末装
置における操作方法を示すガイダンス動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄
積装置１１０は、ガイダンス動画送信指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送
信画像データ１１２および送信音声データ１１３をデータ送信部１１４に出力する。ガイ
ダンス動画は、例えば、「録画を開始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい
」という内容の音声または画像の少なくとも一方のデータを含む。
【００４５】
　データ送信部１１４は、送信制御データ１１１、送信画像データ１１２および送信音声
データ１１３のうちの少なくとも１つをパケット化して、送信パケット１１５を出力する
。
【００４６】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示としてＩＥＴＦ　ＲＦＣ２８３３にもと
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づくＤＴＭＦ信号を受信をすると、データ受信部１０１は、ＤＴＭＦデータ１１６をＤＴ
ＭＦ検出部１０６に出力する。ＤＴＭＦ検出部１０６は、入力されたＤＴＭＦデータ１１
６を解析し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部１０７に出力する。
【００４７】
　制御部１０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１２５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１２５と切替器
１０８とに出力する。
【００４８】
　画像データ変換部１２５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１２５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。ここで、画像データ変換部１２５は、変換後の画像データサイズをあらかじ
め定めた目標値になるように制御する。
【００４９】
　図８は、画像データ変換部１２５の構成を示すブロック図である。図８に示すように、
画像データ変換部１２５は、画像復号部７０１と、符号量制御部７０５と、画像符号化部
７０７とを備えている。
【００５０】
　画像復号部７０１は、復号時に得られた復号時の量子化精度である復号時量子化精度７
０２と、ＭＰＥＧ－４方式で符号化された受信画像データ１０３におけるフレーム単位、
もしくはマクロブロック単位、またはマクロブロックの集合であるビデオパケット単位の
受信符号量７０３とを符号量制御部７０５に出力する。
【００５１】
　符号量制御部７０５は、復号時量子化精度７０２、受信符号量７０３および目標符号量
７０４のうちの少なくとも１つを用いて、符号化時の量子化精度７０６を決定し、画像符
号化部７０７に出力する。画像符号化部７０７は、量子化精度７０６に従って量子化を行
って、画像符号化を実行する。復号時量子化精度７０２は、画像復号部７０１が復号を行
うときに得られるパラメータであり、符号化後の符号量が目標符号量７０４に近づくよう
に符号化を制御する際に有効な情報になる。
【００５２】
　例えば、受信符号量７０３が目標符号量７０４よりも大きい場合には、符号量制御部７
０５は、復号時量子化精度７０２よりも符号化時量子化精度７０６を粗くするような制御
を行う。なお、符号化時の量子化精度７０６を最も粗くしても目標符号量７０４を越えて
しまう場合には、符号化時にＤＣＴ係数の高次の値のうちのいくつかを０にすることで出
力する符号量を小さくすることも可能である。目標符号量７０４を設定することによって
、画像符号化部７０７が符号化した画像データの符号量は大きくばらつくことはない。
【００５３】
　図７に示す切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１２５
から出力されたイントラモードで符号化された画像データを蓄積装置１１０に出力する。
録画開始時刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのまま
蓄積装置１１０に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録画
終了指示が入力されるまで、受信音声データ１０４を蓄積装置１１０に出力する。
【００５４】
　（第４の実施例）
　次に、本発明の第４の実施例を、図９を参照して説明する。本実施例は、パケット交換
網において用いられる第１の実施形態（図２参照）に対応する。
【００５５】
　データ受信部１０１は、端末装置から受信した受信パケット１００を解析して、受信制
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御データ１０２、受信画像データ１０３、受信音声データ１０４およびＤＴＭＦデータ１
１６のうちの少なくとも１つを出力する。受信制御データ１０２は制御部１０７に出力さ
れる。受信画像データ１０３は画像データ変換部１３５と切替器１０８に出力される。受
信音声データ１０４は切替器１０８に出力される。ＤＴＭＦデータ１１６はＤＴＭＦ検出
部１０６に出力される。
【００５６】
　制御部１０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の呼接続および能力交
換を行うために、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ３２６１／ＲＦＣ２３２７で規格されたＳＩＰ／ＳＤ
Ｐにもとづく送信制御データ１１１をデータ送信部１１４に出力する。能力交換が終了す
ると、制御部１０７は、受信画像データ１０３と受信音声データ１０４を受信するポート
番号を、データ受信部１０１に出力し、送信画像データ１１２と送信音声データ１１３を
送信するポート番号を、データ送信部１１４に出力する。また、制御部１０７は、端末装
置における操作方法を示すガイダンス動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄
積装置１１０は、ガイダンス動画送信指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送
信画像データ１１２および送信音声データ１１３をデータ送信部１１４に出力する。ガイ
ダンス動画は、例えば、「録画を開始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい
」という内容の音声または画像の少なくとも一方のデータを含む。
【００５７】
　データ送信部１１４は、送信制御データ１１１、送信画像データ１１２および送信音声
データ１１３のうちの少なくとも１つをパケット化して、送信パケット１１５を出力する
。
【００５８】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示としてＩＥＴＦ　ＲＦＣ２８３３にもと
づくＤＴＭＦ信号を受信をすると、データ受信部１０１は、ＤＴＭＦデータ１１６をＤＴ
ＭＦ検出部１０６に出力する。ＤＴＭＦ検出部１０６は、入力されたＤＴＭＦデータ１１
６を解析し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部１０７に出力する。
【００５９】
　制御部１０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１２５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１２５と切替器
１０８とに出力する。
【００６０】
　画像データ変換部１２５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１０５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。
【００６１】
　画像データ変換部１２５は、第３の実施例の場合と同様に、図８に例示されたように構
成されている。従って、画像データ変換部１２５は、第３の実施例の場合と同様に動作す
る。
【００６２】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１０５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データをメディア同期部１０９に出力する。録画
開始時刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのままメデ
ィア同期部１０９に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録
画終了指示が入力されるまで、受信音声データ１０４をメディア同期部１０９に出力する
。
【００６３】
　メディア同期部１０９は、音声データと変換後の画像データとに対して時刻情報を付与
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し、それらを蓄積装置１１０に出力する。このとき、録画開始時の画像データの符号量は
、イントラモードで符号化されたことによって、変換前の符号量よりも増加する場合が多
い。すると、変換開始時刻で画像と音声を同期させると、画像が遅れて表示されてしまう
ことになる。
【００６４】
　そこで、メディア同期部１０９は、図６ＡにおけるフレームＮに示すように、音声デー
タを後ろにずらして、画像と音声の同期がとれるように調整する。このとき、画像の先頭
に対応する音声データが存在しないと、再生時に問題となる場合には、メディア同期部１
０９は、図６Ｂに示すように、例えば無音データを挿入する。
【００６５】
　（第５の実施例）
　次に、本発明の第５の実施例を、図１０を参照して説明する。本実施例は、パケット交
換網において用いられる第１の実施形態（図２参照）に対応する。
【００６６】
　データ受信部１０１は、端末装置から受信した受信パケット１００を解析して、受信制
御データ１０２、受信画像データ１０３、受信音声データ１０４およびＤＴＭＦデータ１
１６のうちの少なくとも１つを出力する。受信制御データ１０２は制御部１０７に出力さ
れる。受信画像データ１０３は画像データ変換部１３５と切替器１０８に出力される。受
信音声データ１０４は切替器１０８に出力される。ＤＴＭＦデータ１１６はＤＴＭＦ検出
部１０６に出力される。
【００６７】
　制御部１０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の呼接続および能力交
換を行うために、ＩＥＴＦ　ＲＦＣ３２６１／ＲＦＣ２３２７で規格されたＳＩＰ／ＳＤ
Ｐにもとづく送信制御データ１１１をデータ送信部１１４に出力する。能力交換が終了す
ると、制御部１０７は、受信画像データ１０３と受信音声データ１０４を受信するポート
番号を、データ受信部１０１に出力し、送信画像データ１１２と送信音声データ１１３を
送信するポート番号を、データ送信部１１４に出力する。また、制御部１０７は、端末装
置における操作方法を示すガイダンス動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄
積装置１１０は、ガイダンス動画送信指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送
信画像データ１１２および送信音声データ１１３をデータ送信部１１４に出力する。ガイ
ダンス動画は、例えば、「録画を開始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい
」という内容の音声または画像の少なくとも一方のデータを含む。
【００６８】
　データ送信部１１４は、送信制御データ１１１、送信画像データ１１２および送信音声
データ１１３のうちの少なくとも１つをパケット化して、送信パケット１１５を出力する
。
【００６９】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示としてＩＥＴＦ　ＲＦＣ２８３３にもと
づくＤＴＭＦ信号を受信をすると、データ受信部１０１は、ＤＴＭＦデータ１１６をＤＴ
ＭＦ検出部１０６に出力する。ＤＴＭＦ検出部１０６は、入力されたＤＴＭＦデータ１１
６を解析し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部１０７に出力する。
【００７０】
　制御部１０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１３５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１３５と切替器
１０８とに出力する。
【００７１】
　画像データ変換部１３５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１３５は、入力された受信画像データ１
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０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。ここで、画像データ変換部１３５は、変換後の画像データサイズが受信した
画像データの符号量と同じになるように制御する。
【００７２】
　図１１は、画像データ変換部１３５の構成を示すブロック図である。図１１に示すよう
に、画像データ変換部１３５は、画像復号部７０１と、符号量制御部８０５と、画像符号
化部７０７とを備えている。
【００７３】
　画像復号部７０１は、復号時量子化精度７０２と、ＭＰＥＧ－４方式で符号化された受
信画像データ１０３におけるフレーム単位、もしくはマクロブロック単位、またはマクロ
ブロックの集合であるビデオパケット単位の受信符号量７０３とを符号量制御部８０５に
出力する。復号時量子化精度７０２は、画像復号部７０１が復号を行うときに得られるパ
ラメータであり、符号化後の符号量が受信符号量７０３に近づくように符号化を制御する
際に有効な情報になる。
【００７４】
　符号量制御部８０５は、復号時量子化精度７０２と受信符号量７０３のうちの少なくと
も１つを用いて、符号化時の量子化精度７０６を決定し、画像符号化部７０７に出力する
。符号量制御部８０５は、変換後の符号量（画像符号化部７０７が符号化したときの符号
量）が変換前の符号量（画像復号部７０１が復号する前の符号量）と同じ（ある程度の誤
差は許容される）符号量になるように量子化精度７０６を決定する。このような制御によ
っても、画像と音声の同期がとれるようになる。
【００７５】
　図１０に示す切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１３
５から出力されたイントラモードで符号化された画像データを蓄積装置１１０に出力する
。録画開始時刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのま
ま蓄積装置１１０に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録
画終了指示が入力されるまで、受信音声データ１０４を蓄積装置１１０に出力する。
【００７６】
　（第６の実施例）
　次に、本発明の第６の実施例を、図１２を参照して説明する。本実施例は、回線交換網
において用いられる第２の実施形態（図３参照）に対応する。なお、本実施例および第７
～第１０の実施例では、端末装置からの指示信号としてＤＴＭＦ信号を使う場合を例にす
る。
【００７７】
　図３に示された受信部２１に相当するデータ分離部２０１は、端末装置から受信した多
重化された受信多重化データ２００から受信制御データ２０２、受信画像データ１０３お
よび受信音声データ１０４のうちの少なくとも１つを分離する。受信制御データ２０２は
制御部２０７に出力される。受信画像データ１０３は、図３に示された変換部１５に相当
する画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力される。受信音声データ１０４は、
図３に示された検出部１６に相当するＤＴＭＦ検出部２０６と切替器１０８とに出力され
る。
【００７８】
　制御部２０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の能力交換を行うため
に、ＩＴＵ－Ｔ規格であるＨ．２４５にもとづく送信制御データ２１１を、図３に示され
た送信部２４に相当するデータ多重化部２１４に出力し、受信制御データ２０２に含まれ
る多重化に関する能力情報（多重化テーブルや多重ＡＬ－ＳＤＵサイズ多重化および分離
時に用いられるパラメータの最大値など）をデータ分離部２０１とデータ多重化部２１４
とに出力する。この能力情報にもとづいて、データ分離部２０１は、受信多重化データ２
００の分離を行う。データ多重化部２１４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１
１２および送信音声データ１１３のうちの少なくとも１つに対する多重化を行う。
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【００７９】
　なお、動画像蓄積装置を、サーバ装置などのコンピュータを含む装置で構成した場合に
は、データ分離部２０１におけるデータを分離する機能、データ多重化部２１４における
データを多重化する機能、画像データ変換部１０５、ＤＴＭＦ検出部２０６、および制御
部２０７は、プログラムとプログラムに従って処理を実行するＣＰＵとで実現される。
【００８０】
　能力交換が終了すると、制御部２０７は、端末装置における操作方法を示すガイダンス
動画送信指示信号を、図３に示された蓄積部１０に相当する蓄積装置１１０に出力する。
蓄積装置１１０は、ガイダンス動画送信指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する
送信画像データ１１２および送信音声データ１１３をデータ多重化部２１４に出力する。
ガイダンス動画は、例えば、「録画を開始する時は０番を、終了する時は１番を押して下
さい」という内容の音声または画像の少なくとも一方のデータを含む。
【００８１】
　データ多重化部２１４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音
声データ１１３のうちの少なくとも１つを多重化して、送信多重化データ２１５を出力す
る。
【００８２】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示が送信されると、ＤＴＭＦ検出部２０６
は、受信音声データ１０４から得られた音声信号の周波数を分析することによってＤＴＭ
Ｆ信号を検出し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部２０７に出力する。
【００８３】
　制御部２０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１０５と切替器
１０８とに出力する。
【００８４】
　画像データ変換部１０５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１０５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。
【００８５】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１０５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データを蓄積装置１１０に出力する。録画開始時
刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのまま蓄積装置１
１０に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録画終了指示が
入力されるまで、受信音声データ１０４を蓄積装置１１０に出力する。
【００８６】
　（第７の実施例）
　次に、本発明の第７の実施例を、図１３を参照して説明する。本実施例は、回線交換網
において用いられる第２の実施形態（図３参照）に対応する。
【００８７】
　データ分離部２０１は、端末装置から受信した多重化された受信多重化データ２００か
ら受信制御データ２０２、受信画像データ１０３および受信音声データ１０４のうちの少
なくとも１つを分離する。受信制御データ２０２は制御部２０７に出力される。受信画像
データ１０３は画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力される。受信音声データ
１０４はＤＴＭＦ検出部２０６と切替器１０８とに出力される。
【００８８】
　制御部２０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の能力交換を行うため
に、ＩＴＵ－Ｔ規格であるＨ．２４５にもとづく送信制御データ２１１をデータ多重化部
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２１４に出力し、受信制御データ２０２に含まれる多重化に関する能力情報（多重化テー
ブルや多重ＡＬ－ＳＤＵサイズ多重化および分離時に用いられるパラメータの最大値など
）をデータ分離部２０１とデータ多重化部２１４とに出力する。この能力情報にもとづい
て、データ分離部２０１は、受信多重化データ２００の分離を行う。データ多重化部２１
４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音声データ１１３のうち
の少なくとも１つに対する多重化を行う。
【００８９】
　能力交換が終了すると、制御部２０７は、端末装置における操作方法を示すガイダンス
動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄積装置１１０は、ガイダンス動画送信
指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送信画像データ１１２および送信音声デ
ータ１１３をデータ多重化部２１４に出力する。ガイダンス動画は、例えば、「録画を開
始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい」という内容の音声または画像の少
なくとも一方のデータを含む。
【００９０】
　データ多重化部２１４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音
声データ１１３のうちの少なくとも１つを多重化して、送信多重化データ２１５を出力す
る。
【００９１】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示が送信されると、ＤＴＭＦ検出部２０６
は、受信音声データ１０４から得られた音声信号の周波数を分析することによってＤＴＭ
Ｆ信号を検出し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部２０７に出力する。
【００９２】
　制御部２０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１０５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１０５と切替器
１０８とに出力する。
【００９３】
　画像データ変換部１０５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１０５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。
【００９４】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１０５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データをメディア同期部１０９に出力する。録画
開始時刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのままメデ
ィア同期部１０９に出力する。
【００９５】
　メディア同期部１０９は、音声データと変換後の画像データとに対して時刻情報を付与
し、それらを蓄積装置１１０に出力する。このとき、録画開始時の画像データの符号量は
、イントラモードで符号化されたことによって、変換前の符号量よりも増加する場合が多
い。すると、変換開始時刻で画像と音声を同期させると、画像が遅れて表示されてしまう
ことになる。
【００９６】
　そこで、メディア同期部１０９は、図６ＡにおけるフレームＮに示すように、音声デー
タを後ろにずらして、画像と音声の同期がとれるように調整する。このとき、画像の先頭
に対応する音声データが存在しないと、再生時に問題となる場合には、メディア同期部１
０９は、図６Ｂに示すように、例えば無音データを挿入する。
【００９７】
　（第８の実施例）
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　次に、本発明の第８の実施例を、図１４を参照して説明する。本実施例は、回線交換網
において用いられる第２の実施形態（図３参照）に対応する。
【００９８】
　データ分離部２０１は、端末装置から受信した多重化された受信多重化データ２００か
ら受信制御データ２０２、受信画像データ１０３および受信音声データ１０４のうちの少
なくとも１つを分離する。受信制御データ２０２は制御部２０７に出力される。受信画像
データ１０３は画像データ変換部１２５と切替器１０８とに出力される。受信音声データ
１０４はＤＴＭＦ検出部２０６と切替器１０８とに出力される。
【００９９】
　制御部２０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の能力交換を行うため
に、ＩＴＵ－Ｔ規格であるＨ．２４５にもとづく送信制御データ２１１をデータ多重化部
２１４に出力し、受信制御データ２０２に含まれる多重化に関する能力情報（多重化テー
ブルや多重ＡＬ－ＳＤＵサイズ多重化および分離時に用いられるパラメータの最大値など
）をデータ分離部２０１とデータ多重化部２１４とに出力する。この能力情報にもとづい
て、データ分離部２０１は、受信多重化データ２００の分離を行う。データ多重化部２１
４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音声データ１１３のうち
の少なくとも１つに対する多重化を行う。
【０１００】
　能力交換が終了すると、制御部２０７は、端末装置における操作方法を示すガイダンス
動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄積装置１１０は、ガイダンス動画送信
指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送信画像データ１１２および送信音声デ
ータ１１３をデータ多重化部２１４に出力する。ガイダンス動画は、例えば、「録画を開
始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい」という内容の音声または画像の少
なくとも一方のデータを含む。
【０１０１】
　データ多重化部２１４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音
声データ１１３のうちの少なくとも１つを多重化して、送信多重化データ２１５を出力す
る。
【０１０２】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示が送信されると、ＤＴＭＦ検出部２０６
は、受信音声データ１０４から得られた音声信号の周波数を分析することによってＤＴＭ
Ｆ信号を検出し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部２０７に出力する。
【０１０３】
　制御部２０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１２５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１２５と切替器
１０８とに出力する。
【０１０４】
　画像データ変換部１２５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１２５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。
【０１０５】
　画像データ変換部１２５は、第３の実施例の場合と同様に、図８に例示されたように構
成されている。従って、画像データ変換部１２５は、第３の実施例の場合と同様に動作す
る。
【０１０６】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１２５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データを蓄積装置１１０に出力する。録画開始時
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刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのまま蓄積装置１
１０に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録画終了指示が
入力されるまで、受信音声データ１０４を蓄積装置１１０に出力する。
【０１０７】
　（第９の実施例）
　次に、本発明の第９の実施例を、図１５を参照して説明する。本実施例は、回線交換網
において用いられる第２の実施形態（図３参照）に対応する。
【０１０８】
　データ分離部２０１は、端末装置から受信した多重化された受信多重化データ２００か
ら受信制御データ２０２、受信画像データ１０３および受信音声データ１０４のうちの少
なくとも１つを分離する。受信制御データ２０２は制御部２０７に出力される。受信画像
データ１０３は画像データ変換部１２５と切替器１０８とに出力される。受信音声データ
１０４はＤＴＭＦ検出部２０６と切替器１０８とに出力される。
【０１０９】
　制御部２０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の能力交換を行うため
に、ＩＴＵ－Ｔ規格であるＨ．２４５にもとづく送信制御データ２１１をデータ多重化部
２１４に出力し、受信制御データ２０２に含まれる多重化に関する能力情報（多重化テー
ブルや多重ＡＬ－ＳＤＵサイズ多重化および分離時に用いられるパラメータの最大値など
）をデータ分離部２０１とデータ多重化部２１４とに出力する。この能力情報にもとづい
て、データ分離部２０１は、受信多重化データ２００の分離を行う。データ多重化部２１
４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音声データ１１３のうち
の少なくとも１つに対する多重化を行う。
【０１１０】
　能力交換が終了すると、制御部２０７は、端末装置における操作方法を示すガイダンス
動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄積装置１１０は、ガイダンス動画送信
指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送信画像データ１１２および送信音声デ
ータ１１３をデータ多重化部２１４に出力する。ガイダンス動画は、例えば、「録画を開
始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい」という内容の音声または画像の少
なくとも一方のデータを含む。
【０１１１】
　データ多重化部２１４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音
声データ１１３のうちの少なくとも１つを多重化して、送信多重化データ２１５を出力す
る。
【０１１２】
　端末装置から録画開始指示または録画終了指示が送信されると、ＤＴＭＦ検出部２０６
は、受信音声データ１０４から得られた音声信号の周波数を分析することによってＤＴＭ
Ｆ信号を検出し、ＤＴＭＦ信号の検出結果を制御部２０７に出力する。
【０１１３】
　制御部２０７は、ＤＴＭＦ信号の検出結果が録画開始指示を示している場合には録画開
始指示を画像データ変換部１２５と切替器１０８とに出力する。ＤＴＭＦ信号の検出結果
が録画終了指示を示している場合には録画終了指示を、画像データ変換部１２５と切替器
１０８とに出力する。
【０１１４】
　画像データ変換部１２５は、録画開始指示が入力されるとその時刻における受信画像デ
ータ１０３をイントラモードで符号化された画像データに変換して、切替器１０８に出力
する。その処理を行うために、画像データ変換部１０５は、入力された受信画像データ１
０３を常に復号しておき、録画開始指示が入力された際に、復号画像をイントラモードで
符号化する。
【０１１５】
　画像データ変換部１２５は、第３の実施例の場合と同様に、図８に例示されたように構
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成されている。従って、画像データ変換部１２５は、第３の実施例の場合と同様に動作す
る。
【０１１６】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１２５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データを蓄積装置１１０に出力する。録画開始時
刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのまま蓄積装置１
１０に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録画終了指示が
入力されるまで、受信音声データ１０４をメディア同期部１０９に出力する。
【０１１７】
　メディア同期部１０９は、音声データと変換後の画像データとに対して時刻情報を付与
し、それらを蓄積装置１１０に出力する。このとき、録画開始時の画像データの符号量は
、イントラモードで符号化されたことによって、変換前の符号量よりも増加する場合が多
い。すると、変換開始時刻で画像と音声を同期させると、画像が遅れて表示されてしまう
ことになる。
【０１１８】
　そこで、メディア同期部１０９は、図６ＡにおけるフレームＮに示すように、音声デー
タを後ろにずらして、画像と音声の同期がとれるように調整する。このとき、画像の先頭
に対応する音声データが存在しないと、再生時に問題となる場合には、メディア同期部１
０９は、図６Ｂに示すように、例えば無音データを挿入する。
【０１１９】
　（第１０の実施例）
　次に、本発明の第１０の実施例を、図１６を参照して説明する。本実施例は、回線交換
網において用いられる第２の実施形態（図３参照）に対応する。
【０１２０】
　データ分離部２０１は、端末装置から受信した多重化された受信多重化データ２００か
ら受信制御データ２０２、受信画像データ１０３および受信音声データ１０４のうちの少
なくとも１つを分離する。受信制御データ２０２は制御部２０７に出力される。受信画像
データ１０３は画像データ変換部１３５と切替器１０８とに出力される。受信音声データ
１０４はＤＴＭＦ検出部２０６と切替器１０８とに出力される。
【０１２１】
　制御部２０７は、通信開始時に端末装置と動画像蓄積装置との間の能力交換を行うため
に、ＩＴＵ－Ｔ規格であるＨ．２４５にもとづく送信制御データ２１１をデータ多重化部
２１４に出力し、受信制御データ２０２に含まれる多重化に関する能力情報（多重化テー
ブルや多重ＡＬ－ＳＤＵサイズ多重化および分離時に用いられるパラメータの最大値など
）をデータ分離部２０１とデータ多重化部２１４とに出力する。この能力情報にもとづい
て、データ分離部２０１は、受信多重化データ２００の分離を行う。データ多重化部２１
４は、送信制御データ２１１、送信画像データ１１２および送信音声データ１１３のうち
の少なくとも１つに対する多重化を行う。
【０１２２】
　能力交換が終了すると、制御部２０７は、端末装置における操作方法を示すガイダンス
動画送信指示信号を蓄積装置１１０に出力する。蓄積装置１１０は、ガイダンス動画送信
指示信号を入力するとガイダンス動画に対応する送信画像データ１１２および送信音声デ
ータ１１３をデータ多重化部２１４に出力する。ガイダンス動画は、例えば、「録画を開
始する時は０番を、終了する時は１番を押して下さい」という内容の音声または画像の少
なくとも一方のデータを含む。
【０１２３】
　画像データ変換部１３５は、第５の実施例の場合と同様に、変換後の画像データサイズ
が受信した画像データの符号量と同じになるように制御する。すなわち、画像データ変換
部１３５は、第５の実施例の場合と同様に、図１１に例示されたように構成されている。
従って、画像データ変換部１３５は、第５の実施例の場合と同様に動作する。
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【０１２４】
　切替器１０８は、録画開始指示が入力された時刻に画像データ変換部１３５から出力さ
れたイントラモードで符号化された画像データを蓄積装置１１０に出力する。録画開始時
刻以降は、録画終了指示が入力されるまで、受信画像データ１０３をそのまま蓄積装置１
１０に出力する。また、切替器１０８は、録画開始指示が入力されてから録画終了指示が
入力されるまで、受信音声データ１０４を蓄積装置１１０に出力する。
【産業上の利用可能性】
【０１２５】
　本発明は、回線交換網やパケット交換網における携帯端末を用いたテレビ電話サービス
や動画像配信サービスから受信した動画像データをサーバに蓄積して配信する用途など、
端末装置から受信する動画像データをサーバに蓄積するために好適に適用される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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